
特別編 がん陽子線治療の可能性

シンポジウム 第 回「大腸がん死亡ゼロを目指して」

社
会
の
高
齢
化
と
と
も
に
前
立
腺
が
ん
患

者
が
増
え
て
い
る
。
前
立
腺
が
ん
の
症
状
と

治
療
に
つ
い
て
大
阪
陽
子
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

医
学
物
理
士
(
診
療
放
射
線
技
師
)
黬
櫻
井
勇

介
さ
ん
‖
写
真
‖
に
聞
い
た
黭
【
池
田
知
隆
】

｜
｜
前
立
腺
が
ん
と
は
。

前
立
腺
は
男
性
の
精
液
の
一
部

を
つ
く
る
臓
器
で
、
ぼ
う
こ
う
の

下
に
あ
り
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
は
、

進
行
と
と
も
に
大
き
く
な
っ
て
前

立
腺
を
覆
っ
て
い
る
膜
（
被
膜
）

を
破
っ
て
、
精
の
う
、
ぼ
う
こ
う

の
一
部
な
ど
に
広
が
り
、
リ
ン
パ

節
や
骨
、
肺
、
肝
臓
な
ど
に
転
移

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

｜
｜
症
状
の
変
化
は
。

早
期
で
は
多
く
の
場
合
、
自
覚

症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
死
亡
後
の

解
剖
で
初
め
て
見
つ
か
る
が
ん
を

ラ
テ
ン
ト
が
ん
と
い
い
ま
す
が
、

そ
の
代
表
例
が
前
立
腺
が
ん
で

す
。
尿
が
出
に
く
い
、
排
尿
の
回

数
が
多
い
な
ど
の
症
状
で
受
診
し

見
つ
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
最

近
で
は
人
間
ド
ッ
グ
な
ど
で
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
の
検
査
を
受
け
、
前
立

腺
特
異
抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
の
高
値

を
指
摘
さ
れ
、
専
門
医
を
受
診
さ

れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

陽
子
線
治
療
で
は
、
治
療
中
か

ら
治
療
直
後
（
３
カ
月
以
内
）
の

副
作
用
は
頻
尿
や
排
尿
時
の
痛
み

が
一
般
的
で
、
ま
れ
に
直
腸
か
ら

出
血
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
治

療
か
ら
数
カ
月
、
数
年
を
経
て
か

ら
現
れ
る
副
作
用
（
晩
期
有
害
事

象
）
も
あ
る
の
で
、
治
療
後
も
経

過
観
察
が
大
切
で
す
。

｜
｜
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

の
精
度
は
。

他
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
に
比
べ
精

度
は
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
の
罹
患
数
の
急
増

は
、
が
ん
の
発
見
率
向
上
の
影
響

も
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
確
定
診
断
に
は
前
立
腺
生

検
が
必
要
で
す
。

｜
｜
治
療
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

当
院
で
は
、
連
携
す
る
大
阪
暁

明
館
病
院
の
泌
尿
器
科
と
共
同

で
、
が
ん
の
進
行
の
程
度
や
身
体

の
状
態
な
ど
か
ら
治
療
方
針
を
検

討
し
ま
す
。
余
命
に
影
響
が
な
い

と
判
断
し
た
場
合
は
監
視
療
法
。

リ
ス
ク
の
あ
る
場
合
は
、
ホ
ル
モ

ン
療
法
や
外
科
手
術
、
放
射
線
治

療
に
つ
い
て
患
者
さ
ん
の
社
会
的

・
経
済
的
背
景
も
考
慮
し
て
適
切

な
治
療
法
を
検
討
し
ま
す
。
ホ
ル

モ
ン
療
法
と
放
射
線
治
療
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

放
射
線
治
療
に
は
組
織
内
照
射

と
外
照
射
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
黭
組
織
内
照
射
(
密
封
小
線
源
療

法
）
は
、
放
射
線
源
を
密
封
し
た

小
さ
な
容
器
を
前
立
腺
内
に
留
置

す
る
方
法
で
黬
永
久
的
手
法
と
黬
一

時
的
に
埋
め
込
む
手
法
が
あ
り
ま

す
黭
外
照
射
は
黬
体
の
外
か
ら
前
立

腺
に
放
射
線
を
照
射
す
る
方
法
で

す
。
ど
の
治
療
法
が
一
番
良
い
か

ど
う
か
は
結
論
が
出
て
お
ら
ず
、

組
織
内
照
射
と
外
照
射
の
組
み
合

わ
せ
が
有
効
で
あ
る
と
の
臨
床
試

験
結
果
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
照
射
に
は
Ｘ
線
の
他
、
陽
子

線
・
重
粒
子
線
と
よ
ば
れ
る
粒
子

線
が
あ
り
、
粒
子
線
の
方
が
被
ば

く
量
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
４

月
よ
り
前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
粒

子
線
治
療
が
保
険
適
用
と
な
り
、

身
体
へ
の
負
担
や
、
費
用
の
観
点

か
ら
個
人
的
に
は
外
照
射
で
は
陽

子
線
治
療
を
推
奨
し
ま
す
。

｜
｜
注
意
す
べ
き
こ
と
は
。

前
立
腺
が
ん
は
多
く
の
場
合
、

進
行
は
比
較
的
お
だ
や
か
な
の
で

落
ち
着
い
て
考
え
る
こ
と
で
す
。

ど
の
治
療
法
に
も
副
作
用
、
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
不
安
に
か
ら
れ
て
「
過
剰
治

療
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
主
治
医
へ
の
相
談

や
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
活
用

し
て
、
納
得
の
い
く
選
択
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
阪
陽
子
線
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
学
物
理
士
・
櫻
井
勇
介
さ
ん

前立腺がんへの適応

身体的負担や被ばく量 軽減

毎日新聞社は、シンポジウム第 回

「大腸がん死亡ゼロを目指して」を開

催します。入場は無料。パネルディス

カッション後にはボニージャックスが

コンサートを行います。

〈日 時〉 ２月 日（日） 時開演

〈会 場〉 メルパルク大阪イベント

ホール（大阪市淀川区宮原４の２の１）

〈出演者〉 中川恵一・東京大学医学

部付属病院放射線科准教授、樋口和秀

・大阪医科大学第二内科教授、奥田準

二・大阪医科大学付属病院がんセンタ

ー特務教授▽コーディネーター‖近藤

勝重（毎日新聞客員編集委員）▽ボニ

ージャックス

〈申し込み方法〉 はがきまたはファ

クスに代表者名と参加人数、郵便番号、

住所、年齢、職業、電話番号、質問が

あれば内容を書いて、〒530－ 大

阪北郵便局私書箱 号「大腸がん死亡

ゼロを目指して」係（電話06・6346・

8661 平日 ～ 時）、ファクス06・

6346・8665へ。１月 日（木）必着。

応募者多数の場合は抽選。当選者800

人に聴講券を送付。

主催 毎日新聞社

後援 大阪府黋大阪市黋大阪府医師会

特別協賛 医療法人 健正会

低
リ
ス
ク
集
ま
る
期
待

｜
｜
陽
子
線
治
療
の
特
徴
や
メ
リ

ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

従
来
の
Ｘ
線
は
、
が
ん
の
周
り
の

正
常
な
細
胞
も
傷
つ
け
て
し
ま
う
だ

け
で
な
く
、
体
内
の
浅
い
と
こ
ろ
で

放
射
線
が
最
も
強
く
、
体
内
の
奥
へ

入
る
に
し
た
が
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

弱
く
な
り
、
病
巣
を
超
え
て
身
体
を

突
き
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
周
り
の
臓
器
の
障
害
を
引
き
起

こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

陽
子
線
治
療
は
、
陽
子
（
水
素
の

原
子
核
）
を
人
工
的
か
つ
大
量
に
作

り
出
し
、
加
速
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
高
め
て
が
ん
に
集
中
的
に
照

射
す
る
も
の
で
す
。
陽
子
線
は
あ
ら

か
じ
め
設
定
し
た
深
さ
に
到
達
す
る

と
、
最
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
し

て
停
止
す
る
性
質
（
ブ
ラ
ッ
グ
ピ
ー

ク
）
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
グ
ピ
ー

ク
の
深
さ
や
幅
を
調
整
す
る
こ
と

で
、
が
ん
の
局
部
だ
け
を
照
射
し
、

周
囲
の
正
常
な
細
胞
が
傷
つ
く
こ
と

を
よ
り
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

｜
｜
陽
子
線
治
療
の
対
象
は
。

病
巣
が
限
ら
れ
た
が
ん
で
、
頭
頸

部
、
脳
腫
瘍
、
肺
、
肝
臓
、
前
立
腺
、

ぼ
う
こ
う
、
食
道
、
膵
臓
な
ど
の
原

発
性
が
ん
に
加
え
、
切
除
困
難
な
再

発
性
直
腸
が
ん
、
転
移
性
腫
瘍
（
肝

転
移
、
肺
転
移
、
リ
ン
パ
節
転
移
）
、

小
児
が
ん
（
白
血
病
を
除
く
）
、
骨

軟
部
腫
瘍
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

小
児
で
は
大
人
よ
り
も
放
射
線
治

療
に
お
け
る
感
受
性
が
高
く
、
限
局

性
の
固
形
悪
性
腫
瘍
の
治
療
に
２
０

１
６
年
４
月
か
ら
保
険
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
限
局
性

及
び
局
所
進
行
性
前
立
腺
が
ん
（
転

移
を
有
す
る
も
の
を
除
く
）
、
頭
頸

部
悪
性
腫
瘍
（
口
腔
・
咽
喉
頭
の
扁

平
上
皮
が
ん
を
除
く
）
、
手
術
が
困

難
な
骨
軟
部
腫
瘍
の
治
療
も
保
険
適

応
と
な
り
ま
し
た
。

前
立
腺
が
ん
は
い
ま
や
完
治
が
望

め
る
が
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
陽

子
線
を
が
ん
の
局
部
に
照
射
す
る
こ

と
で
、
ぼ
う
こ
う
や
直
腸
へ
の
合
併

症
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
可
能
で
す
。

頭
頸
部
は
、
鼻
腔
や
副
鼻
腔
、
唾

液
腺
、
頭
蓋
底
な
ど
、
狭
い
範
囲
に

さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
、
器
官
が
あ
り
、

慎
重
な
治
療
が
求
め
ら
れ
る
部
位
で

す
。
腺
が
ん
や
悪
性
黒
色
腫
で
は
特

に
優
先
的
に
陽
子
線
治
療
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

肝
臓
は
も
と
も
と
放
射
線
に
対
す

る
感
受
性
が
高
く
、
病
巣
以
外
に
照

射
し
た
場
合
の
影
響
が
大
き
く
出
て

し
ま
い
ま
す
。
肝
臓
が
ん
は
医
学
的

に
陽
子
線
治
療
の
効
果
が
最
も
期
待

で
き
ま
す
し
、
近
い
う
ち
に
保
険
適

用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。肺
が
ん
は
、

病
巣
が
限
定
的
で
あ
れ
ば
、
高
い
治

療
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。
食
道
が

ん
で
は
心
臓
や
肺
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

｜
｜
局
所
的
な
治
療
が
で
き
る
が

ん
が
対
象
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
血
液
の
が
ん
や
広
範

囲
に
転
移
し
た
が
ん
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
が
ん
の
大
き
さ
や

病
期
、
患
者
さ
ん
の
状
態
に
よ
っ
て

は
陽
子
線
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
が
ん
が
大
き
く
て

も
、
広
が
り
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は

治
療
効
果
を
十
分
に
得
ら
れ
ま
す
。

｜
｜
副
作
用
に
つ
い
て
は
。

Ｘ
線
照
射
と
比
べ
て
周
囲
の
細
胞

を
傷
つ
け
る
こ
と
が
な
い
の
で
副
作

用
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
Ｘ
線
照
射
時

に
特
有
の
痛
み
や
熱
さ
な
ど
も
な

く
黬
安
全
性
が
高
い
治
療
で
す
黭
し
か

し
、
副
作
用
が
全
く
な
い
わ
け
で
は

な
く
、
陽
子
線
を
照
射
し
た
部
位
の

皮
膚
炎
や
、
周
辺
臓
器
に
障
害
を
起

こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
照

射
回
数
や
頻
度
、
部
位
に
よ
っ
て
異

な
り
、
全
員
に
同
じ
症
状
が
み
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
児
の
場
合
、
Ｘ
線
治
療
で
は
、

晩
期
障
害
（
治
療
後
に
成
長
期
を
超

え
て
か
ら
現
れ
る
障
害
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
成
長
や
発
達

へ
の
影
響
や
生
殖
・
臓
器
機
能
へ
の

影
響
、
二
次
的
な
が
ん
（
良
性
、
悪

性
）
が
問
題
と
な
り
ま
す
が
、
陽
子

線
治
療
で
は
こ
れ
ら
の
軽
減
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

｜
｜
治
療
の
期
間
は
。

陽
子
線
治
療
だ
け
で
あ
れ
ば
通
院

で
の
治
療
が
可
能
で
す
。
１
日

〜

分
程
度
の
治
療
で
、
痛
み
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
前
立
腺
が
ん
の

場
合
、
全
国
で
統
一
さ
れ
た
手
順
で

週
５
回
、約
４
週
間
で
治
療
し
ま
す
。

こ
れ
は
従
来
の
７
週
間
で
の
治
療
に

比
べ
、
患
者
さ
ん
の
利
便
性
が
高
く

な
り
ま
し
た
が
、
１
回
あ
た
り
の
照

射
線
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
４
週

間
で
の
治
療
の
評
価
は
こ
れ
か
ら
だ

と
個
人
的
に
は
思
い
ま
す
。

｜
｜
費
用
に
つ
い
て
は
。

陽
子
線
治
療
は
約
３
０
０
万
円
弱

か
か
る
施
設
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

米
国
で
は
１
０
０
０
万
円
以
上
か
か

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
４
月
現

在
、
保
険
診
療
で
の
治
療
費
に
は
１

６
０
万
円
（
前
立
腺
が
ん
）
と
２
３

７
万
５
千
円
（
小
児
が
ん
、
頭
頸
部

腫
瘍
、
骨
軟
部
腫
瘍
）
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
治
療
回
数
は
部
位
に
よ

り
異
な
り
ま
す
が
、
高
額
療
養
費
制

度
の
利
用
で
、
Ｘ
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ

Ｔ
‖
強
度
変
調
放
射
線
治
療
）
よ
り

患
者
負
担
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

｜
｜
陽
子
線
治
療
の
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て
、
ど
う
見
ら
れ
ま
す
か
。

日
本
で
は
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て

内
視
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
）
に
よ
る
前
立
腺
全
摘
除

術
（

年
か
ら
保
険
適
用
）
が
広
く

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
陽
子
線
治
療

も
保
険
適
用
に
な
っ
た
今
、
そ
れ
ぞ

れ
の
治
療
の
特
徴
を
担
当
医
か
ら
よ

く
お
聞
き
に
な
っ
て
か
ら
判
断
し
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
も
お
勧
め
し
ま
す
。

陽
子
線
の
ほ
か
に
粒
子
線
療
法
と

し
て
重
粒
子
線
（
炭
素
イ
オ
ン
線
）

を
使
っ
た
治
療
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
長
所
・
短
所
が
あ
り
ま
す
。
重
粒

子
は
陽
子
の

倍
の
重
さ
が
あ
り
、

が
ん
を
た
た
く
効
果
も
高
い
。
し
か

し
、
私
が
兵
庫
県
立
粒
子
線
セ
ン
タ

ー
で
陽
子
線
と
重
粒
子
線
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
重
粒
子
線
の
方
が
望
ま

し
い
が
ん
、
陽
子
線
の
方
が
望
ま
し

い
が
ん
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
今
後
、

明
ら
か
に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
粒
子
線
治
療
を
担
う

人
材
を
育
成
し
、
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
海
外
か
ら
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
期
待
し
て
来
日
さ
れ
る
患
者
さ

ん
に
対
し
て
も
陽
子
線
治
療
な
ど
を

行
え
ば
、
国
際
親
善
に
も
役
立
つ
と

も
い
え
ま
す
ね
。

ふ
わ
・
の
ぶ
か
ず

１
９
５
３
年
名
古
屋
市
生
ま
れ
、
三
重
大
学
医
学

部
卒
。
浜
松
医
科
大
学
放
射
線
科
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
副
院
長
（
放

射
線
治
療
部
長
兼
任
)
黬
南
東
北
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
長
、
兵
庫
県
立
粒

子
線
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
を
経
て
現
職
。
大
阪
陽
子
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
顧
問
。

周辺を傷つけず／一部は保険適用

がんをめぐる放射線治療の一つ、陽子線治療は集中的にがんに放射線を当てることができるため、副

作用などのリスクが少ないとされている。今年４月からは前立腺がん、頭頸部悪性腫瘍などへの陽子線

治療に保険が適用された。放射線治療の第一人者でもある兵庫県立粒子線治療センター名誉院長で伊勢

赤十字病院放射線治療科部長の不破信和さんにこれからの陽子線治療について聞いた。 【池田知隆】

伊勢赤十字病院放射線治療科部長

不破信和さん


